
                     

１２の贈り物 
児童生徒の皆さんへ 
今年度は、私にとって、生涯忘れられない 1 年間になりました。喜びも、そして悔しい気持ちも。 

学校生活の中での垣間見られる皆さんの成長、様々な行事のなかで繰り広げられる皆さんの力づよい発

信、それらを目にすることのできる日常が、いかに満ち足りていたものだったかということ。「学校だ

より 3 月号」では、今年度最後の朝会で、皆さんに読みたいなと準備していた本を紹介します。皆さん

の心のどこかに留まればうれしいです。 

 

 あなたが生まれた日、 

 あなたがはじめて小さな息をした瞬間、 

 世界中がよろこびでいっぱいにみたされました。 

 あなたの誕生をいわって、生きとし生けるすべてのものが、 

 あなたに１２の贈り物をさずけました。 

 あなたがその贈り物を必要とする日のために。 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらがあなたにおくられた１２の贈り物です。 

そして、最高の贈り物がもうひとつあります。 

それはあなた自身です。 

（略） 

すべてを生かし、生かされ、よろこび、感謝する人生が 

あなたのものになりますように。 

 

        シャーリーン・コスタンゾ：作 黒井健：訳・絵 ポプラ社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青島日本人学校だより 

令 和 ２ 年 ３ 月 ３ 日 

校 長 金森 孝子 

おうちの人と 

読んでください。 

藤井理事長、5年間、本当にありがとうございました 

青島日本人学校運営理事会 理事長 藤井伸明様が、日本へ帰国されます。平成２７

年度から 5 年間、本校の運営にご尽力いただきました。とても温和で行動的な理事長

も、時には厳しく、学校経営面運営面でご指摘いただきました。多くの行事に参加い

ただいた上、中学部部活動～卓球～では、直接、生徒たちにご指導いただきました。

ここ数年の在籍数の安定も、理事長のご支援があったからこそと感謝しております。 

【連絡】2 月 24 日に出された、「青岛严格防控境外疫情输入」の通知により、令和 2 年度のスタート、

始業式・入学式が 4 月の下旬になる可能性が高くなってきました。それは、市政府の青島に入ってくる中

国人、外国人の 14 日の隔離を厳格化することが、令和 2 年着任の教員にも当てはまるからです。今後、

日本から青島に、入国、再入国する児童生徒、保護者の方々にも、ご理解をいただき、また、ご家族の入

国、歳入国日についてもご考慮いただきたくお願い申し上げます。変更が決定次第、連絡いたします。 

1 番目の贈り物は「力」             7 番目の贈り物は「才能」 

2 番目の贈り物は「美しさ」           8 番目の贈り物は「想像力」 

3 番目の贈り物は「勇気」            9 番目の贈り物は「敬う心」 

4 番目の贈り物は「信じる心」          10 番目の贈り物は「知恵」 

5 番目の贈り物は「希望」            11 番目の贈り物は「愛」 

6 番目の贈り物は「よろこび」          12 番目の贈り物は「誠実」 

 



  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あっという間だった 2年間。中国語の授業では、子どもたちに混じってゲームをしたり文章を書いたりして

一緒に勉強しました。朝日緑源で野菜を収穫し作ったカレーは最高においしかったです。算数や数学の授業

では、難しい内容でも粘り強く考え、どんどんできることが増えていくみんなに頼もしさを感じました。お

昼休みに折り紙やバレーボールをして遊んだのもいい思い出です。たくさんの良い出会いに恵まれ、とても

充実した時間を過ごすことができました。皆さんとここ青島日本人学校で出会えてよかったです。楽しい時

間を本当にありがとうございました。地球上のどこかで、また会えることを楽しみにしています。 

福留さゆり  

 

任期の最後、思わぬ状況下で、青島を離れることになりました。着任以来、本当に多くの方々に学校を支え

ていただき、何度も助けられました。感謝の言葉が今は見つかりません。 

児童生徒の皆さん 私が、皆さん一人一人と出会えたことは、奇跡です。いつも、ハイタッチに応えてくれ

てありがとう。このまま会えなくなるのは、本当に悔しいですが、後悔はありません。皆さんとの楽しい毎

日があったから。同じ空のもと、皆さん存在を感じながら、私も新天地でがんばっていきます。 

理事、保護者、日本人会の皆様 全力で走った 3 年間でした。令和 2 年度のスタートには、多くの困難が

ありますが、皆様のご協力をいただき、新校長のもとで無事開始できることを切に願っております。これま

でのご厚情に、深くお礼申し上げます。 

校長 金森 孝子 

 
本当にあっという間に 3 年の月日が過ぎてしまいました。 6 月の国際会議で中国のすごさを改めて感じた

2年目。COVID-19の影響で学校が休みになってしまった 3年目。たくさんの出来事があったけど、それで

も一番の思い出は、ここ青島日本人学校で子どもたちと過ごした毎日でした。全員の名前と顔を覚え、関わ

り、共に過ごせたことは教師として本当に幸せでした。 

日本から遠く離れた青島で巡り会えた子どもたち、保護者の皆様、日本人会で世話になった皆様、他にもこ

こ青島で出会った全ての人との縁を大事にして…またやーさい!!（沖縄方言：また会いましょう！） 

富川 淳 

 


